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令和６年３月定例会では、代表質問、一般質問、各議案への質疑が行われました。議案とし
て提出された令和６年度一般会計予算（７３６億９千万円）や第９次総合計画、三河安城交流
拠点・アリーナ、教育長の任命など合計48案件を原案通り可決し閉会しました。

うららかな春の陽気と共に、新たな年度がスタートしました。新たな一
歩を踏み出す入学式や桜を楽しむお花見など、心温まる季節に皆様には健
やかな日々が訪れますようお祈り申し上げます。３月定例会では、通学路
の安全などについての一般質問を行いました。引き続き皆さまが「安全で
安心して暮らせるまち」安城市を目指して一層の努力を重ねてまいります。

ご挨拶

令和６年3月定例会

第９次総合計画 『ともに育み、未来をつくる しあわせ共創都市 安城』

実現に向けた取り組みを一部抜粋し紹介します！

〇市民協働事業：
地域課題解決に向けた対話と試行の場「あんじょう協働リビングラボ」の開催や
市民活動補助金制度などの運用により、市民協働のまちづくりを推進します。

〇第２子以降低年齢児保育無償化事業：
より一層安心して子育てができるよう、第１子の年齢や世帯の所得に関わらず、
同一世帯の子の中で第２子以降の低年齢児の保育料を無償化します。

〇スクールアシスタント事業：
支援を必要とする児童生徒への人材配置や、教員の業務を支援する人材を配置します。

重点戦略① 子どもを育む 優しい『しくみ』をつくる

重点戦略② 子どもを育む 確かな『ちから』を蓄える

重点戦略③ 子どもを育む 安らぎの『ばしょ』を築く

〇三河安城交流拠点推進事業：
三河安城交流拠点を核とする、まちづくりと新たな賑わい創出を図ります。

〇がんばる中小企業応援事業：
これまでの応援事業を継続し、カーボンニュートラル推進に向けた事業を拡充します。

〇池浦篠目線（市道）、豊田安城線（主要地方道）、名鉄西尾線鉄道立体交差事業：
市、県双方の道路課題解消を図るため、鉄道立体交差事業の準備を進めます。

〇大型商業施設周辺交通対策事業：
開発による周辺交通や生活環境への影響を軽減するため交通環境整備を進めます。



カーボンニュートラル（CN）の
実現に向けた 新たな取り組みについて

安城市においては２７箇所の危険箇
所が見つかっているが現在の対策状況は。また、
現在の通学路の安全対策や今後の取組みは。

CN実現のための手法の一つとして、
J-クレジット制度※の活用について、安城市も実施
を検討する価値があると思うが、市の考えは。

活動 報告

＜回答＞
温室効果ガス削減量のクレジット化は、これま
で失われていた環境価値を有効活用できる取組
であり非常に有益。本市は東邦ガス株式会社と
連携して令和６年度からＪ-クレジット制度の取
組みを実施していく。

＜回答＞
現在２６箇所の対策を完了。
対策内容は、路側帯のカラー
舗装や見守りなど。残り１箇
所も令和５年度中に完了予定。
現在は毎年、通学路の危険箇
所について、保護者や地域の
方から意見集約した改善要望
書を学校から教育委員会に提
出してもらい、その要望書に
対し道路管理者や警察等と対
策案を検討。必要に応じ適切
な安全対策を実施している。
今後は安全意識向上にむけ点
検結果の公表も検討していく。

２０５０年CNという極めて高い目標の
達成のためには、あらゆる手法の検討をして、取り組ん
で行くことが必要と考えます。

令和３年６月に千葉県八街市で、下
校中の小学生の列にトラックが衝突する痛ましい
交通事故が発生しました。この事故を受け、全国
の小学校の通学路にて点検を実施し危険箇所の対
策を進めています。安城市においても通学路の安
全対策が必要です。

地域での困りごと、市政に対するご意見、ご要望などございましたら
くらしの相談カードやホームページにお気軽にご相談ください。

（横田まさしHP）

令和６年3月定例会 一般質問

※ Ｊ-クレジット制度とは ： 省エネ設備の導入などによ
り、 CO2等の温室効果ガスを削減・吸収する取り組みを
行い、 削減・吸収した量をクレジット化できるしくみで、そ
のクレジットを売買することによって社会全体でCO2等
排出削減や吸収活動を推進する事を目的としている。

市民文教委員会にて 市民協働について質問

他にも、『子どもの視力低下について』
タブレットの利用状況など小中学校での
取組みを質問しました。
お時間のある時に、こちらのQRコード
からご視聴ください。

（安城市議会HP）

私の想い 私の想い

質問

質問

学校生活における
児童生徒の安全と健康について

・Ｊ-クレジット制度については、売却によって得た資金を さらなる環境分野への補助金などに回すことが
できるので、カーボンニュートラルへの取組みがさらに活発になることが期待されます。
・通学路の安全対策については、計画通り進められている事を確認。引き続きチェックしていきます。

＜回答＞ 全５回のワークショップを開催。協働についての
学びから始まり、チームで試行的な社会実験を行い、最後
に実験の振り返りを行う。 社会実験の内容は、「町内会の
担い手不足の解消」や「若者の市民活動への参加」また
「様々な方が気軽に集まれる居場づくり」など。
令和６年度は、途中からでも参加でき、自由な雰囲気の中
で、人と人がつながれるような場としていく予定。

質問

『あんじょう協働リビング
ラボ』の具体的な進め方と
社会実験の内容は。また、
令和６年度の進め方は。

＜事業フロー図＞
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